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「現代を『新しい戦前』にしないために」

～終わりなき軍備拡張と米国への従属からの脱却～

（ジャーナリスト）
布施祐仁さん
講師

1976年、東京都生まれ。ジャーナリス
ト。専門は外交・安全保障。 「日報隠匿 
南スーダンで自衛隊は何を見たのか」
（集英社）で石橋湛山記念、早稲田
ジャーナリズム大賞を受賞。 著書に「日
米同盟・最後のリスク」（創元社）「自
衛隊海外派遣 隠された『戦地』の現実」
「経済的徴兵制」（集英社新書）「日米
密約 裁かれない米兵犯罪」（岩波書店）
「従属の代償」（講談社親書）など多数

　ピーストークデイは、50 年前から「紀元節

復活」「明治百年」キャンペーンに抗い、歴史

の偽造を許さず、戦争と平和を考える取り組み

を行ってきました。

　今回は、日米軍事一体化に焦点を当てました。

12 月の臨時国会では「防衛増税」の実像が見

えてきました。石破首相はしきりに東アジアの

軍事危機を防衛力強化で対抗すると答弁を繰り

返しています。

　布施さんは外交・安全保障のジャーナリスト

です。講演では与那国島から奄美大島につらな

る自衛隊基地へのミサイル配備（＝南西の壁）、

米軍指揮下に組み込まれる自衛隊の実態、日本

に核が配備される可能性などを読み解き、「米

中避戦の道」について話していただく予定です。

２０２５年
ピーストークデイ

講演会
2025年２月11日火
14時～16時30分（受付13時30分） 資料代

５００円会場・ハートフルスクエアーG   大研修室


